
 

25  

昭
和
六
十
一
年
五
月
二
十
二
日
提
出 

質

問

第

二

五

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

安
全
保
障
会
議
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
六
十
一
年
五
月
二
十
二
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

坂 
田 

道 

太 

殿 

 

提 

出 

者 
 

矢 

山 

有 

作 

 

一 

 



 

一 

五
月
八
日
の
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
私
が
指
摘
し
た
、
昭
和
三
十
五
年
当
時
、
国
防
会
議
事
務
局
内
に
設
置 

 
 

さ
れ
て
い
た
「
心
理
戦
研
究
会
」
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

五
月
八
日
の
質
疑
で
私
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
昭
和
三
十
六
年
七
月
十
八
日
の
国
防
会
議
及
び
閣
議
で
決
定 

 

 
(5) 

主
な
活
動
内
容 

(4) 

「
心
理
戦
機
構
に
関
す
る
研
究
」
以
外
に
報
告
書
を
作
成
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
名
称 

(3) 

構
成
員
の
氏
名
及
び
役
職
名 

(2) 

設
置
及
び
解
散
年
月
日 

(1) 

設
置
の
目
的
及
び
根
拠 

安
全
保
障
会
議
設
置
法
案
（
以
下
「
法
案
」
と
言
う
。
）
に
関
連
し
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

安
全
保
障
会
議
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

(2) 

昭
和
三
十
五
年
か
ら
昭
和
四
十
九
年
の
間
に
行
わ
れ
た
閣
議
決
定
の
う
ち
、
不
公
表
と
さ
れ
て
い
る
閣
議 

 

決
定
の
各
年
毎
の
件
数
は
い
く
つ
あ
る
か
。 

(1) 

こ
の
了
解
事
項
の
閣
議
で
の
扱
い
は
、
「
閣
議
決
定
」
「
閣
議
了
解
」
「
閣
議
報
告
」
の
う
ち
の
ど
れ
か
。
国
防

会
議
で
の
扱
い
は
ど
う
か
。 

さ
れ
た
「
第
二
次
防
衛
力
整
備
計
画
に
つ
い
て
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
秘
密
の
了
解
事
項
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と 

 

が
明
ら
か
に
な
つ
て
い
る
。 

「
国
民
の
防
衛
意
識
の
高
揚
、
基
地
対
策
、
関
係
諸
法
令
の
整
備
、
冷
戦
対
策
の
推
進
、
防
衛
産
業
の
育
成 

 
 

 

等
に
関
す
る
施
策
に
努
め
、
必
要
物
資
の
備
蓄
、
道
路
の
整
備
、
そ
の
他
運
輸
、
通
信
、
建
設
、
教
育
、
科
学 

 
 

 
 

技
術
関
係
の
諸
計
画
に
国
防
上
の
配
慮
を
加
え
る
と
と
も
に
全
国
的
規
模
に
お
け
る
民
間
協
力
組
織
に
つ
い
て 

 
 

検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
」 

こ
れ
に
つ
い
て 

四 

 



 

四 

政
府
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
等
非
人
道
的
暴
力
防
止
対
策
本
部
が
行
つ
た
次
の
四
つ
の
決
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ 

 

れ
の
全
文
及
び
そ
の
閣
議
決
定
等
の
年
月
日
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 
国
防
会
議
事
務
局
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
「
法
案
」
に
関
連
し
て
、
同
事
務
局
の
三
井
参
事
官
ら
が
昨
年
、
調
査 

 
 

の
た
め
米
国
を
訪
問
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(2) 

「
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
等
に
対
す
る
対
処
方
針
」
（
昭
和
五
十
三
年
八
月
二
十
五
日
決
定
） 

(1) 

「
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
等
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
八
日
決
定
） 

(5) 

今
回
の
「
法
案
」
に
関
連
し
て
、
米
国
以
外
に
も
訪
問
し
た
国
が
あ
れ
ば
、
そ
の
国
名 

(4) 

米
国
で
の
訪
問
先 

(3) 

出
発
及
び
帰
国
年
月
日 

(2) 

訪
米
団
の
人
数
及
び
構
成 

(1) 

訪
問
の
目
的
及
び
成
果 

五 

 



 

五 

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
等
非
人
道
的
暴
力
防
止
対
策
本
部
の
本
部
会
議
、
幹
事
会
、
関
係
省
庁
会
議
の
、
そ
れ
ぞ
れ 

 
 

の
構
成
員
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

内
閣
官
房
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
対
処
に
関
し
て
は
既
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
存
在
し
て
い
る
と
言 

 

う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(4) 

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
対
処
以
外
で
、
緊
急
事
態
対
処
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
如
何 

 

な
る
も
の
が
あ
る
か
。 

(3) 

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容 

(2) 

そ
れ
ぞ
れ
の
名
称 

(1) 

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
何
種
類
作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

(4) 

「
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
等
非
人
道
的
暴
力
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
六
年
九
月
二
十
六
日
決
定
） 

(3) 
「
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
等
非
人
道
的
暴
力
事
件
処
理
対
策
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
四
年
六
月
十
四
日
決
定
） 

六 

 



 

九 

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
五
日
閣
議
決
定
「
防
衛
力
の
整
備
内
容
の
う
ち
主
要
な
事
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
で 

 

指
定
さ
れ
た
も
の
以
外
に
、
こ
れ
ま
で
国
防
会
議
又
は
閣
議
に
よ
つ
て
、
防
衛
庁
設
置
法
第
六
十
二
条
第
二
項 

 
 

第
五
号
の
「
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
国
防
に
関
す
る
重
要
事
項
」
に
該
当
す
る
事
項
と
し
て
指 

 

八 

塩
田
政
府
委
員
は
、
「
従
前
の
国
防
会
議
で
取
り
扱
つ
た
こ
と
は
そ
の
ま
ま
安
保
会
議
で
取
り
扱
う
よ
う
に 

 
 

な
り
ま
す
」
（
四
月
二
十
二
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
次
の
も
の
も
そ
の 

 
 

 

ま
ま
安
全
保
障
会
議
に
引
き
つ
が
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。 

七 
今
回
、
内
閣
官
房
の
内
閣
審
議
室
を
内
政
調
整
室
、
外
政
調
整
室
、
安
全
保
障
室
に
再
編
す
る
の
に
対
応
し 

 
 

て
、
総
理
大
臣
官
房
審
議
室
も
同
じ
く
、
内
政
調
整
室
、
外
政
調
整
室
、
安
全
保
障
室
に
分
割
す
る
計
画
が
あ 

 
 

 

る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

(2) 

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
五
日
閣
議
決
定
「
防
衛
力
の
整
備
内
容
の
う
ち
主
要
な
事
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」 

(1) 

昭
和
四
十
七
年
十
月
九
日
閣
議
決
定
「
文
民
統
制
強
化
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
」
の
第
一
項 

七 

 



 

十
一 

後
藤
田
官
房
長
官
は
、
関
東
大
震
災
級
の
大
災
害
に
際
し
て
、
「
災
害
対
策
本
部
で
、
そ
れ
じ
や
自
衛
隊 

 
 

 

を
ひ
と
つ
治
安
出
動
で
出
し
て
も
ら
お
う
か
と
か
、
あ
る
い
は
ま
た
警
察
の
緊
急
非
常
宣
言
を
発
せ
さ
せ
る
か 

 
 

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
が
で
き
な
い
わ
け
な
ん
で
す
よ
。
し
た
が
つ
て
、
そ
う
い
つ
た
事
態
の
場
合
に 

 
 

は
、
今
度
設
け
よ
う
と
し
て
お
る
安
全
保
障
会
議
に
か
け
ま
し
て
、
そ
し
て
そ
こ
で
一
応
の
基
本
の
方
針
を
決 

 
 

め
る
」
（
五
月
八
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
塩
田
政
府
委
員
に
よ
れ
ば
、
「
治
安
出 

 
 

動
を
要
す
る
よ
う
な
状
態
…
…
で
あ
れ
ば
第
一
項
の
私
ど
も
が
言
い
ま
す
と
こ
ろ
の
国
防
事
態
と
い
う
こ
と
に 

 
 

な
ろ
う
」
（
四
月
二
十
四
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
両
者
か
ら
考
え
る
と
政
府
は
、
大
災 

 
 

十 

今
日
ま
で
に
、
防
衛
庁
設
置
法
第
六
十
二
条
第
三
項
に
基
づ
い
て
、
国
防
会
議
が
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て 

 
 

意
見
を
述
べ
た
例
は
あ
る
か
。 

定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
何
が
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
で
、
慣
例
的
に
こ
の
「
国
防
に
関
す
る
重
要
事
項
」 

 
 

と
し
て
扱
わ
れ
、
あ
る
い
は
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
も
の
に
は
、
何
が
あ
る
か
。 

八 

 



 

十
四 

内
閣
法
第
六
条
は
、
「
内
閣
総
理
大
臣
は
、
閣
議
に
か
け
て
決
定
し
た
方
針
に
基
い
て
、
行
政
各
部
を
指
揮 

 
 

監
督
す
る
」
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
各
省
庁
を
指
揮
監
督
す
る
に
あ
た
つ
て
は
、
「
閣
議
に
か
け
て
決
定
し 

 
 

十
三 

一
九
七
〇
年
の
赤
軍
派
に
よ
る
「
よ
ど
」
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
の
際
は
、
自
衛
隊
の
戦
闘
機
が
「
災
害
派 

 

遣
」
を
名
目
に
出
動
し
て
い
る
が
、
あ
の
よ
う
な
事
態
は
、
重
大
緊
急
事
態
に
は
あ
た
ら
な
い
の
か
。 

十
二 

重
大
緊
急
事
態
対
処
の
一
環
と
し
て
、
自
衛
隊
が
、
自
衛
隊
法
第
八
十
二
条
に
基
づ
く
海
上
警
備
行
動
を 

 
 

行
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
。
あ
り
得
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
行
わ
れ
る
の
か
。 

(2) 

重
大
緊
急
事
態
の
段
階
で
、
自
衛
隊
が
治
安
出
動
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
か
。 

(1) 

大
災
害
時
で
も
、
治
安
出
動
が
必
要
と
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
す
べ
て
「
法
案
」
第
二
条
第
一
項
の
「
国
防
事 

 

態
」
と
い
う
扱
い
に
な
る
の
か
。 

害
を
、
重
大
緊
急
事
態
で
は
な
く
、
国
防
事
態
と
し
て
扱
つ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

そ
こ
で
問
う
。 

九 

 



 

た
方
針
」
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
総
理
大
臣
が
、
閣
議
決
定
を
経
る
こ

と
な
く
、
た
と
え
ば
安
全
保
障
会
議
の
決
定
の
み
に
基
づ
い
て
各
省
庁
を
指
揮
監
督
す
る
こ
と
を
禁
止
し 

 
 

 

た
規
定
で
あ
り
、
中
曽
根
首
相
も
こ
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
さ
れ
て
、
安
全
保
障
会
議
の
性
格
に
つ
い
て
、 

 
 

 

「
行
政
の
最
高
機
関
は
閣
議
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
閣
議
に
対
し
ま
し
て
諮
問
に
応
じ
て
そ
の
意
見
を
表
明 

 

し
て
い
た
だ
く
」
も
の
だ
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
三
月
二
十
五
日
、
衆
議
院
本
会
議
）
。
西
廣
政
府
委
員
が
「
各
省 

 
 

に
行
政
事
務
が
い
ろ
い
ろ
分
配
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
分
配
さ
れ
て
お
る
事
務
の
中
で
、 

 
 

あ
る
種
の
も
の
に
つ
い
て
総
理
が
重
要
事
項
だ
と
い
う
こ
と
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
こ
れ
を
諮
問
機
関
、
た
と 

 
 

え
ば
国
防
会
議
な
り
今
度
で
き
ま
す
と
す
る
安
全
保
障
会
議
な
り
に
諮
問
を
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す 

 
 

と
、
そ
の
所
掌
事
務
に
関
し
て
は
内
閣
に
一
応
吸
い
上
げ
た
形
に
な
り
ま
す
の
で
、
会
議
に
諮
問
さ
れ
答
申
さ 

 
 

れ
た
こ
と
を
受
け
て
決
定
さ
れ
る
段
階
で
は
、
そ
れ
を
も
う
一
回
行
政
に
移
す
段
階
で
は
閣
議
決
定
が
必
要
で 

 
 

あ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
」
（
四
月
二
十
二
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）
と
答
弁
し
て
い
る
の
も
、 

 

一
〇 

 



 

十
五 

後
藤
田
官
房
長
官
は
、
「
従
来
か
ら
国
防
会
議
は
、
こ
れ
で
決
定
を
す
れ
ば
直
ち
に
閣
議
に
上
げ
て
、
閣 

 
 

 

議
で
そ
れ
を
確
認
を
し
て
決
定
を
し
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
つ
て
、
そ
の
点
は 

 
 

と
こ
ろ
が
後
藤
田
官
房
長
官
は
、
安
全
保
障
会
議
で
方
針
を
決
定
し
た
場
合
で
も
、
「
そ
れ
ほ
ど
の
大
方
針 

 
 

と
い
つ
た
よ
う
な
も
の
で
な
い
場
合
に
は
閣
議
に
は
報
告
し
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
」
（
五
月
八
日
、
衆
議
院
内 

 
 

閣
委
員
会
で
の
私
に
対
す
る
答
弁
）
と
、
安
全
保
障
会
議
で
決
定
し
た
方
針
が
閣
議
を
経
る
こ
と
な
く
各
省
庁 

 
 

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
を
明
言
し
て
お
り
、
ま
た
塩
田
政
府
委
員
も
、
「
事
態
に
よ
つ
て
は
閣 

 
 

議
に
か
け
な
い
で
、
こ
の
安
全
保
障
会
議
の
答
申
を
受
け
て
総
理
が
直
ち
に
各
省
に
指
示
す
る
と
い
う
こ
と
に 

 

よ
つ
て
、
各
省
が
動
く
と
い
う
案
件
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
」
（
四
月
二
十
二
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）
と
、 

 
 

中
曽
根
首
相
や
西
廣
政
府
委
員
と
は
異
な
つ
た
答
弁
を
行
つ
て
い
る
。 

こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
、
政
府
と
し
て
の
統
一
見
解
を
求
め
た
い
。 

一
一 

 



 

十
七 

安
全
保
障
会
議
で
超
法
規
的
措
置
を
決
め
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
質
問
に
対
し
て
、 

 
 

後
藤
田
官
房
長
官
は
、
「
超
法
規
的
な
よ
う
な
事
態
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
先
例 

 

十
六 

「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」
に
言
う
、
極
東
有
事
の
際
に
「
日
本
が
米
軍
に
対
し
て
お
こ
な
う
便
宜 

 
 

供
与
」
に
関
し
て
、
そ
れ
が
「
法
案
」
第
二
条
第
一
項
第
五
号
の
「
国
防
に
関
す
る
重
要
事
項
」
で
あ
る
と
判
定
さ

れ
れ
ば
、
安
全
保
障
会
議
の
「
答
申
が
出
る
、
答
申
が
出
れ
ば
、
こ
れ
が
政
府
の
方
針
だ
、
各
省
そ
れ
に
従
つ 

 
 

 

て
進
め
ろ
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
か
」
と
の
質
問
に
対
し
て
塩
田
政
府
委
員
は
「
一
般
論
と
し
て
申 

 

せ
ば
御
指
摘
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
」
（
四
月
二
十
二
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）
と
答
弁
し
て
い
る
。
政
府 

 
 

は
こ
の
よ
う
な
場
合
は
閣
議
の
関
与
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

国
防
事
案
に
つ
い
て
は
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
」
（
四
月
二
十
二
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）
と
述
べ
て
い
る 

 
 

が
、
こ
れ
は
、
「
法
案
」
第
二
条
第
一
項
第
五
号
の
「
そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
国
防
に
関
す
る 

 
 

重
要
事
項
」
に
つ
い
て
も
、
安
全
保
障
会
議
で
決
定
し
た
こ
と
は
す
べ
て
閣
議
に
諮
る
と
い
う
意
味
か
。 

一
二 

 



 

十
八 

塩
田
政
府
委
員
は
、
安
全
保
障
室
で
作
成
さ
れ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
「
閣
議
に
報
告
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に 

 
 

は
な
ら
な
い
」
（
四
月
二
十
二
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）
と
し
た
上
で
、
内
閣
官
房
長
官
及
び
総
理
大
臣
に
は 

 
 

報
告
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
同
委
員
会
）
が
、 

(3) 

国
務
大
臣
以
外
の
国
会
議
員
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
閲
覧
で
き
る
か
。 

(2) 

安
全
保
障
会
議
の
議
員
以
外
の
国
務
大
臣
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
閲
覧
で
き
る
か
。 

(1) 

内
閣
総
理
大
臣
及
び
内
閣
官
房
長
官
以
外
の
安
全
保
障
会
議
の
議
員
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
閲
覧
で
き
る 

 
 

か
。 

が
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
そ
う
い
う
場
合
も
あ
り
得
る
、
こ
う
答
え
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
」
（
四
月
二
十
二 

 
 

日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）
と
し
た
上
で
、
そ
の
場
合
に
は
「
国
会
に
報
告
す
べ
き
筋
合
い
の
も
の
で
あ
ろ
う
」 

 
 

（
同
委
員
会
）
と
答
え
て
い
る
が
、
安
全
保
障
会
議
で
超
法
規
的
措
置
を
決
め
た
場
合
に
、
閣
議
に
は
諮
ら
な
い 

 

の
か
。 

一
三 

 



 

十
九 
政
府
は
今
回
の
「
法
案
」
審
議
の
中
で
、
自
衛
隊
の
治
安
出
動
に
関
し
て
、
「
間
接
侵
略
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

 
 

現
行
の
国
防
会
議
に
お
い
て
も
、
国
防
に
関
す
る
重
要
事
項
と
し
て
…
…
総
理
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
場
合 

 
 

に
は
審
議
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
」
（
三
月
二
十
五
日
、
衆
議
院
本
会
議
）
、
「
治
安
出
動
な
ん
と
い
う
も
の 

 
 

は
…
…
や
は
り
こ
の
安
全
保
障
会
議
に
か
け
て
、
そ
れ
ら
を
十
分
審
議
を
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ 

 
 

う
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
る
」
（
二
月
十
四
日
、
参
議
院
予
算
委
員
会
）
と
し
て
、
治
安
出
動
に
関
し
て
は
従
来 

 
 

か
ら
首
相
が
必
要
と
考
え
た
場
合
に
は
国
防
会
議
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
ま
た
安
全
保
障
会
議 

 

で
も
同
様
、
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
旨
述
べ
て
い
る
。 

し
か
し
、
従
来
か
ら
の
国
会
答
弁
を
見
る
と
、
た
と
え
ば
、
「
（
防
衛
庁
設
置
法
第
六
十
二
条
第
二
項
第
五
号 

 
 

の
）
そ
の
他
国
防
に
関
す
る
重
要
な
る
事
項
と
い
う
ふ
う
に
治
安
出
動
の
場
合
は
考
え
て
い
な
い
」
（
昭
和
四
十 

 

二
年
七
月
四
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
、
増
田
国
務
大
臣
答
弁
）
、
「
（
治
安
出
動
は
）
国
防
会
議
に
は
か
け
る
必 

 
 

要
は
な
い
」
（
昭
和
四
十
四
年
六
月
二
十
四
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
、
有
田
国
務
大
臣
答
弁
）
と
、
治
安
出
動 

 
 

 

一
四 

 



 

二
十 

政
府
は
、
「
治
安
出
動
の
可
否
」
（
二
月
十
四
日
、
参
議
院
予
算
委
員
会
）
、
「
警
察
法
第
七
十
一
条
に
基
づ 

 
 

 

く
緊
急
事
態
の
布
告
」
（
四
月
二
十
二
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）
を
総
理
大
臣
が
決
定
す
る
に
あ
た
つ
て
は
、 

 
 

安
全
保
障
会
議
に
諮
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
次
の
事
項
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
安
全
保
障 

 
 

会
議
に
諮
る
こ
と
は
あ
る
か
。 

(2) 

防
衛
庁
長
官
の
防
衛
招
集
命
令
（
同
） 

(1) 

内
閣
総
理
大
臣
の
防
衛
招
集
の
承
認
（
自
衛
隊
法
第
七
十
条
） 

(2) 

こ
れ
に
つ
い
て
の
国
会
で
の
答
弁
の
変
更
は
、
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
。 

(1) 

従
来
、
国
防
会
議
に
は
付
議
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
た
治
安
出
動
を
、
付
議
す
る
こ
と
と
し
た
、
政
府
と 

 
 

し
て
の
意
志
の
変
更
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
式
で
行
わ
れ
た
の
か
。 

は
国
防
会
議
に
は
か
け
な
い
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。 

そ
こ
で
問
う
。 

一
五 

 



 

(13) 

内
閣
総
理
大
臣
の
海
上
警
備
行
動
の
承
認
（
同
第
八
十
二
条
） 

(12) 

内
閣
総
理
大
臣
の
撤
収
の
命
令
（
同
第
八
十
一
条
第
四
項
） 

(11) 

内
閣
総
理
大
臣
が
自
衛
隊
法
第
八
十
一
条
第
二
項
に
基
づ
い
て
行
う
治
安
出
動
の
命
令 

(10) 

内
閣
総
理
大
臣
の
統
制
の
解
除
（
同
第
八
十
条
第
三
項
） 

(9) 

内
閣
総
理
大
臣
の
海
上
保
安
庁
の
統
制
（
同
第
八
十
条
） 

(8) 

防
衛
庁
長
官
の
治
安
出
動
待
機
命
令
（
同
） 

(7) 

内
閣
総
理
大
臣
の
治
安
出
動
待
機
命
令
の
承
認
（
同
第
七
十
九
条
） 

(6) 

内
閣
総
理
大
臣
の
自
衛
隊
の
撤
収
の
命
令
（
同
第
七
十
八
条
第
三
項
） 

(5) 

防
衛
庁
長
官
の
防
衛
出
動
待
機
命
令
（
同
） 

(4) 

内
閣
総
理
大
臣
の
防
衛
出
動
待
機
命
令
の
承
認
（
同
第
七
十
七
条
） 

(3) 
内
閣
総
理
大
臣
が
行
う
自
衛
隊
の
撤
収
の
命
令
（
同
第
七
十
六
条
第
三
項
） 

一
六 

 



 

 

一
七 

(14) 
防
衛
庁
長
官
の
海
上
警
備
行
動
の
命
令
（
同
） 

(15) 

内
閣
総
理
大
臣
が
自
衛
隊
法
第
百
三
条
第
二
項
に
基
づ
い
て
行
う
告
示 

(16) 

「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」
に
言
う
「
日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
な
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
」

に
行
わ
れ
る
「
調
整
機
関
の
開
設
」 

右
質
問
す
る
。 


